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●
今
年
の
一
文
字 

「
戦
」
？ 

混
沌
と
す
る 

世
界
と
国
内
情
勢 

  

年
末
の
今
年
の
一
文
字
が

「
戦
」
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
一

年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦

争
が
、
世
界
経
済
に
与
え
た
影

響
は
地
球
規
模
で
の
、
ご
く
一

部
の
戦
闘
行
動
が
す
ぐ
に
世
界

規
模
の
経
済
活
動
に
拡
大
す
る

現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

物
価
高
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
、
円

安
と
世
界
経
済
が
生
活
に
密
着

し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

る
一
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
内
情
勢
に
お
い
て
は
、
欧

米
諸
国
、
ま
た
新
興
国
各
国
で

も
イ
ン
フ
レ
抑
制
対
応
・
金
融

緩
和
縮
小
の
傾
向
に
あ
る
一
方
、

い
ま
だ
に
日
本
は
、
金
融
緩
和

政
策
の
継
続
姿
勢
を
維
持
し
て
、

大
き
な
円
安
に
よ
る
物
価
の
高

騰
を
招
い
て
い
ま
す
。 

4
月
以
降
の
引
き
上
げ
は
、
電

気
料
金
の
度
重
な
る
値
上
げ
等
、

25
％
以
上
の
上
昇
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

●
戦
争
不
安
を
あ
お

り
、軍
拡
へ
？ 

大
切
な
の
は
、
国
民
生

活
の
安
定
と
「
安
全
・

安
心
」
が
第
１
の
政
治

だ
！ 

 

こ
の
よ
う
な
国
民
経
済
の
危

機
的
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
岸
田
政
権
は
、
法
的
根
拠

が
全
く
な
い
安
部
元
首
相
の
国

葬
を
強
行
し
、
国
民
生
活
保
護

と
戦
争
不
安
を
題
目
に
財
源
の

根
拠
が
な
い
数
字
あ
り
き
の
防

衛
費
G

D

P
２
％
財
政
支
出

を
執
行
し
、
将
来
的
に
大
き
な

借
金
を
背
負
わ
せ
る
と
と
も
に

軍
事
大
国
化
の
兆
し
を
み
せ
て

い
ま
す
。 

公
務
員
を
め
ぐ
る
情
勢
は
悪

化
の
一
途
で
、
３
年
ぶ
り
の
月

例
給
0.

23
％
・
勤
勉
手
当
10

ヶ
月
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た

が
、
実
態
と
し
て
4
級
以
上
は

改
定
無
し
、
こ
こ
数
年
連
続
の

改
定
な
し
に
よ
り
実
質
賃
金
は
、

大
き
く
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
勤
勉
手
当
の
引
き
上

げ
も
、
新
た
な
評
価
に
お
い
て
、

良
好
＝
B

評
価
の
支
給
率
が

92/

100
と
な
り
、
こ
こ
に
隠
さ

れ
た
減
額
が
あ
り
、
職
員
間
の

格
差
を
拡
げ
、
国
民
生
活
優
先

の
公
務
員
の
視
点
を
歪
め
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
第
2
次
補
正
予
算
等
景

気
浮
揚
策
と
し
て
の
公
共
事
業

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
経
済
の

両
輪
で
あ
る
個
人
消
費
に
お
い

て
は
、
不
調
で
す
。
個
人
消
費
の

回
復
に
は
、
公
務
員
賃
金
上
昇

が
大
き
く
影
響
し
て
い
く
こ
と

は
事
実
で
す
。
国
交
省
・
内
閣
人

事
局
も
雇
用
者
責
任
と
し
て
公

務
員
賃
金
改
善
の
意
見
を
出
す

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

■1 年を振り返って 

多発する災害 

「薄氷を踏む」感覚・・・ 

「安全安心」インフラ整備を！ 
四国地方では、9 月までは過去最大

級の渇水に悩まされ、１２月には記録

的降雪に見舞われる等、激しい気候変

動に対応する１年でした。少ない職員

の中、薄氷を踏む的な感覚が年々強く

なっているのでは無いでしょか？ 

真に安全安心なインフラ整備を目指

し、増員を勝ち取れるよう、皆で頑張

りましょう！ 

 

四国支部・石川事務局長 
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○
職
場
の
管
理
職
員

の
「
思
い
」
を
要
求
に

し
て
い
く
運
動
を
！ 

 

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
は
、
皆
様

に
毎
回
色
々
な
活
動
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
我
々
の

運
動
の
基
本
は
、
本
省
・
地
方
整

備
局
当
局
と
敵
対
す
る
関
係
で

な
く
、
内
部
の
監
査
官
の
役
割

を
担
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

我
々
の
掲
げ
る
運
動
は
、
管

理
職
が
抱
え
て
い
る
悩
み
な
ど
、

当
局
の
手
の
届
か
な
い
「
思
い
」

「
要
求
」
を
く
み
取
る
こ
と
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

下
記
の
図
に
示
す
通
り
、
管

理
職
員
の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
直
接
取
り
組
む
ユ
ニ
オ
ン

の
方
法
は
、
対
面
で
の
意
思
疎

通
を
含
め
て
、
様
々
な
要
求
を

拾
い
上
げ
、
職
場
の
多
数
意
見

と
し
て
、
当
局
に
、
提
案
し
て
い

く
こ
と
で
災
害
体
制
等
の
職
場

を
充
実
さ
せ
、
国
民
の
期
待
に

応
え
る
職
場
へ
改
善
す
る
こ
と

で
、
組
織
と
し
て
の
健
全
性
保

持
を
支
え
て
い
く
の
で
す
。 

私
た
ち
壮
年
世
代
は
、
定
年

延
長
な
ど
新
し
い
施
策
の
実
施

さ
れ
る
変
動
の
時
期
に
立
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
不
安
を
共
有
し

立
ち
向
か
う
た
め
に
も
、
今
こ

そ
声
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
！ 

自
分
自
身
の
職
場
、
処
遇
に

無
関
心
で
い
る
こ
と
は
、
危
険

な
兆
候
で
す
。
職
場
で
ち
ゃ
ん

と
意
見
が
、
言
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
太
平
洋
戦
争
以
前
の

日
本
が
軍
事
大
国
化
し
た
時
、

公
務
員
は
国
民
を
弾
圧
す
る
こ

と
を
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
気
に

と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

■1 年を振り返って 

不足する維持管理費を痛感！ 

必要な維持管理費の増額を！！ 
 2011 年の東日本大震災から 10 年が過ぎ去り、三陸道を

始めとしたインフラは、東北の復興と経済活動に大きく寄

与しており、今後は新型コロナウイルスにより打撃を受け

た観光産業も、活気を取り戻すことを期待しています。 
 一方で、職場で感じることは、河川・道路のインフラが

強く・大きくなりましたが、維持管理費が減っていき、人

件費や物価の値上りが追い打ちを掛ける状況の中で、職員

は必死で知恵を絞って仕事をしています。 
 命を守り、復興の足がかりとなるインフラを守ることは

全国共通です。必要な維持管理費を増やす訴えをさらに広

めていきましょう。 
東北支部・亀田    

■
一
年
を
振
り
返
っ
て 

再
任
用
で
再
ス
タ
ー
ト 

世
の
中
の
変
化 

を
実
感
！ 

 

２
０
２
２
年
は
定
年
を
迎
え
再
任
用
職

員
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
年

で
し
た
が
、
世
の
中
も
色
々
な
意
味
で
見

え
る
風
景
が
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
を
実
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

変
わ
り
ゆ
く
流
れ
の
中
で
も
、
何
が
真
実

で
本
来
は
何
が
正
し
い
の
か
を
考
え
な
が

ら
、
今
後
も
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

九
州
支
部 

興
梠 

■1 年を振り返って 

シニア世代の 

ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ維持！ 

技術と経験の継承を！！ 
防災業務時の交代制やインターバル勤務のあ

り方、定年延長後の役降り後の働き方、いずれ

も管理職員の大きな関心事ですが、いまだに具

体化は図られていません。シニア職員のモチベ

ーション維持と技術や経験が継承できるような

組織体制となるよう求めて行きたいと思いま

す。 
中国支部 末永    


